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2024.6.28 

リビア             メディケーン「ダニエル」による被害 
 

場 所 

リビア、ギリシャ、トルコ、ブルガリア 

死者※ 
4,352 人 

(リビア) 
リビア北東部、ギリシャ・テッサリア県、中央ギリシャ県 

トルコ・イスタンブール県、クルクラーレリ県、ブルガリア・ブルガス州 

期 間 2023 年 9 月 4 日-11 日 

行方不明者※ 
8,000 人 

（リビア） 概 要 

メディケーン「ダニエル」はギリシャ、トルコ西部、ブルガリア南東

部に大雨・洪水をもたらした後、地中海でさらに発達しリビア北部に

上陸。観測史上最大の豪雨によりデルナ市のダム 2 基が決壊し、甚大

な被害をもたらした。 

※死者・行方不明者数は 2024 年 1 月時点の世界銀行報道発表資料 26による 
 
1. 基本情報 
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＜リビアの地形＞ 
 リビアは、北を地中海に面する。北西部の首都トリポリ、北東部のベンガジ、デルナ、トゥブル

クなどの都市は、すべて沿岸部に位置し、国土の九割を占める内陸部は、乾燥した砂漠・丘陵地

帯。1 
 リビアの河川はすべて、降雨時のみ出現するワジ(涸れ川)であり、通年を通して流れる河川はな

い。1 
 甚大被害を受けた北東沿岸部は、アル･マルジからデルナにかけて、幅 20km ほどのアフダル山脈

が海岸に平行して走る。最も標高の高い地点で 900m だが、海岸部は標高 600m から切れ落ちる

急峻な地形。1 
 
＜リビアの気候＞ 

 国土の九割を占める内陸乾燥地域は砂漠気候だが、被災地を含む北部沿岸は地中海性気候。1 
 地中海性気候の特徴は、冬に雨が多く、夏は暑く、少雨で乾燥。1 
 北東部ベンガジ市の年平均降水量 250mm。1 
 デルナ市の年平均降水量は 126mm、最も雨の多い 1 月でも月平均降水量は 25mm。9 月は乾季で、

平均降水量は 10mm 以下。2 
 
＜2011 年以降のリビア国内政治状況＞ 

 2011 年：カダフィ政権崩壊。3 
 2012 年：イスラム主義派が主体となる「制憲議会(General National Congress)」が発足。3 
 2014 年：新たな議会「代表議会(House of Representatives)」を設置するべく行われた代表議会選挙

で世俗派が多数派に。代表議会への権限移譲をめぐり、イスラム主義派と世俗派の対立が激化。

首都トリポリを拠点とするイスラム主義派の制憲議会と、東部トゥブルクを拠点とする世俗派の

代表議会の 2 つの議会が並立する東西分裂状態に。3 
 2014 年：イスラム国(IS)がデルナ市の支配を開始。4 
 2015 年：国連の仲介による政治合意によって「国民合意政府(GNA : Government of National Accord)」

が発足するも、東西分裂状態は継続。3 
 2019 年 4 月：東部側の最大勢力ハフタル将軍率いる「リビア国民軍(LNA : Libya National Army)が

首都トリポリに進軍、GNA の要請を受けトルコが軍事支援、これに対し LNA はロシア民間軍事

会社の支援を受けた。3 
 2019 年：LNA がイスラム主義勢力からデルナ市を奪還、以後統治下に。5 
 2020 年：LNA がトリポリから撤退。中部沿岸のシルテと内陸ジュラフを結ぶラインで軍事的緊張

が継続。6 
 2020 年 10 月：GNA と LNA が恒久停戦合意。国連の停戦監視員が派遣された。6 
 2021 年 2 月-3 月：国連主導で統一暫定行政機関(首脳評議会、首相)を選出、暫定国民統一政府

(Government of National Unity : GNU)が代表議会の承認を得て成立。6 
 2022 年 3 月：代表議会が新内閣を承認も、GNU が権限移譲を拒否、再び西と東の政治勢力が並立

する構図となった。6 
 

 

2. 今回の水害の特徴・過去の水害 

＜今回の水害の特徴＞ 
 メディケーン「ダニエル」が発生･発達した 9 月上旬、地中海では偏西風が大きく蛇行、低気圧や

高気圧が偏西風にのり移動せずに停滞するオメガブロック現象が発生。 
 メディケーンは、上空の冷気と地中海海面の温度差で発達するが、オメガブロックにより北から

の冷気が流入しやすくなっていた一方、地中海の海面水温は 2023 年 7 月に観測史上最高の 28 度

を記録。北アフリカ沖、イタリア南部沖、ギリシャ沖の海面水温は 7 月には平年比＋5.5 度の上昇

を記録していた。 
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 ギリシャ・テッサリア県のザゴラでは数時間で 645mm の豪雨。ギリシャ被災地の確率降雨は 1/80
年～1/250 年。 

 リビア北東沿岸部では、年平均降水量(約 120mm)をうわまわる極端な集中豪雨(100-150mm)が発生

した。アル･バイダ市では 24 時間降雨量 414.1mm。リビア北東部の確率降雨は 1/300 年～1/600
年。 

 決壊したデルナ市のダムは、1998 年にイタリアのコンサルタントがひびわれの深刻性を指摘。当

時のリビア･カダフィ政権が 2007 年にトルコ建設会社と補修工事契約を結び 2010 年に着工したも

のの、2011 年カダフィ政権転覆時に工事現場も襲撃され、補修工事が中断。 
 デルナ市は 2014 年～2019 年まで IS の占領下におかれた。2019 年にリビア国民軍(LNA)がデルナ

市の支配を取り戻したものの、現在もリビア国内は 2 つの政府に二分されており、当該ダムの維

持管理はかえりみられていなかったものと推察される。 
 ダムは、建設場所が紛争地域であったとしても、定期的な維持管理は欠かせない。緊急に維持管

理を必要とするダムに、当該国以外からも対応する仕組みが必要とされる。 
 

＜過去の水害（リビア）＞ 7 

年月 災害種別 死者数 被災地 
2019 年 5 月 洪水 4 ガート（フェザーン地方(南部)） 
2013 年 12 月 河川氾濫 16 トリポリ市、ザーウィア県 

 

 

3. 災害の要因 

＜気象＞ 

《メディケーン「ダニエル」》 

 メディケーンは、地中海独特の地形から発生する暴風雨である。大西洋などと比すれば比較的狭

い地中海は、山岳地帯に囲まれ、南から乾燥した暑い空気が流れ込む。8 
 メディケーンは、ヨーロッパ北部の低気圧と、熱帯低気圧の両方の性質を同時に有している。8 
 サイクロン、ハリケーン等の熱帯暴風雨とメディケーンが異なるのは、その発達のエネルギーを

どこから得るかという点である。8 
 大洋上で発生するサイクロン、ハリケーンなど熱帯暴風雨のエネルギー源は、海水温 26.5 度以上

の海面から上昇する湿気である。海面からより多くの湿気が気流として上昇すると、海面付近の

気圧は低下し、さらに多くの気流を引き込む。サイクロンやハリケーンはこのようにして発達す

る。8 
 これに対し、メディケーンの発達源は、温かい地中海と、上空に北から流入する冷気との温度差で

ある。8 
 「ダニエル」が危険な暴風雨に発達した要因のひとつは、2023 年地中海の海面温度の高さにある。

平均海面水温は、7 月に 28 度という記録的な高温となった。「ダニエル」接近時のリビア沖の海面

水温は 27 度であり、大洋上でサイクロンやハリケーンの発達に必要な 26.5 度をうわまわってい

た。8 
 一方、9 月上旬のヨーロッパでは、オメガブロック現象の発生で、ギリシャなどには北欧から冷気

が流入した。9 
 オメガブロックとは、強い高気圧が停滞し、その間に挟まれた低圧部がブロックされ身動きがと

れなくなる現象。8 
 この現象が発生すると、ジェット気流はオメガ(Ω)の様な形に、南北に大きく蛇行する。北から冷

気が流入したギリシャでは、この冷気と地中海の海面水温との温度差で、メディケーン「ダニエ

ル」が発達、いっぽう南から暖気が流入した英国、フランスでは季節外れの暑さになった。9 
 ヨーロッパ地中海沿岸の東部では「ダニエル」がギリシャ、トルコ、ブルガリアに豪雨をもたらす

一方、西部ではスペインでも切離低気圧(気流から切離されて停滞する低気圧)が発生、24h で

200mm 超の大雨にみまわれた。10 
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 ヨーロッパでは通常、低気圧は偏西風にのり、西から東に移動し 1 日前後で天気が移り変わる。

しかしオメガブロックが発生すると、低気圧が停滞し、特定の気象現象が持続する。9 
 このため「ダニエル」の進行速度は遅くなり、極端な気象状況が長引いた。8 

 
《降雨量》 
【ギリシャ】 

 ギリシャでは 9 月 4 日から「ダニエル」による雨の影響を受け始めた。11 
 中部エーゲ海側のテッサリア地方は、9 月 5 日-6 日にかけての 24 時間で 400-600mm の豪雨。12 
 テッサリア地方エーゲ海沿岸のザゴラ(Zagora)で 9 月 5 日に数時間で 645mm の集中豪雨、ザゴラ

の 9 月 4 日-7 日の累積雨量は 1,095.6mm。11 
 ギリシャにおける「ダニエル」豪雨の確率降水量は 1/80 年～1/250 年であった。13 

 
【トルコ】 

 9 月 5 日 21:00 頃にイスタンブール市郊外の Arnabutöy(イスタンブール県)で 125mm の集中豪雨。

イスタンブール市内でも突発洪水が発生。14 
 イスタンブール県の西隣でブルガリア国境のクルクラーレリ(Kırklareli)県では 24 時間雨量が

196mm に達した。15 
 
【ブルガリア】 

 9 月 5 日-6 日にかけて黒海沿岸南部で 100-200mm/24h の大雨。11 
 南部黒海沿岸のツァレヴォ(Tsarevo)で 9 月 5 日に 14 時間で 311mm の豪雨。この雨量は 9 月平均

雨量の 4 倍にあたる。11 
 
【リビア】 

 9 月 10 日のリビア北東部雨量は 150mm-240mm。アル･バイダ(Al-Bayda)市では 10 日 08:00-11 日

08:00 の 24 時間に 414.1mm の雨量を観測した。これはリビア観測史上の最大記録となる。12 
 リビアにおける「ダニエル」豪雨は、発生確率 1/300 年～1/600 年であった。13 

 
 
＜河川・ダムおよび洪水発生地域＞ 

《ギリシャ》 

 洪水、浸水による主な被害地域にはテッサリア(Thessaly)県マグニシア郡(特にヴォロス市周辺、ピ

リオ市)、ラリサ郡、カルディッツア郡、トリカラ郡、およびスポラデス諸島(特にスキアトス島)。
16 
・沿岸のマグニシア郡郡都ヴォロス(Volos)市では、市内を流れる Kravsidonas 川(中小河川、ピリオ

山から流下)土石流が流下し、多数の車両が泥に埋まり、また海まで流された。17 
・テッサリア県西部では、ピノス(Pineos)川とその支流で多数の洪水が発生。17 
・ピノス川と支流 Enipeus 川の合流点付近(ラリサ郡)では、堤防が決壊し、複数村が浸水、湖のよ

うになり 2 村は完全に浸水。この洪水で 11 人が死亡。17 
・ラリサ郡では、ピノス川の氾濫でアテネ-テサロニキ高速道路が浸水し通行止め。16,17 
・トリカラ(Trikala)郡のメガラ･カリヴィア(Megala Kalivia)と Agia Kyriaki では Pamisos(Bliouri)川の

氾濫で多数の家畜・家禽が死亡。17 
・トリカラ市内でピノス川支流 Litheos 川が溢水。17 

 このほかに中央ギリシャ県フシオティダ郡およびヴィオティア郡、エヴィア島北部、ペロポネソ

ス半島などで洪水、浸水被害が発生。16 

 

《トルコ》 

 クルクラーレリ県の Değirmen 渓谷が増水し、川沿いのバンガローが流失するなどして 6 人が死

亡。15 
 イスタンブール県 Arnavutköy(イスタンブール市北西郊外)では、洪水に巻き込まれ 2 人が死亡。14 
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《ブルガリア》 

 黒海沿岸のブルガス(Burgas)州ではトルコ国境の基礎自治体ツァレヴォで非常事態を宣言。ツァレ

ヴォでは洪水により 2 人が死亡、3 人が不明。 
・ツァレヴォの北隣で同じく黒海に面するプリモルスコ(Primorsko)では Dyavolska 川が溢水。 
・プリモルスコとツァレヴォの間に位置する Kiten では Karaagach 川が溢水。18 
・橋梁 2 基と道路損壊で 400 人が孤立。11 

 

《リビア(デルナ以外)》 

 9 月 13 日の報道記事によると、マルジェ(Marj)郊外 Tokra の Jaza ダムでは、ひびわれによる漏水

が発見され、決壊の恐れがあると Tokra の市長が発表、下流の Barsis、Al-Mabna、Boujrar の住民

に避難が命じられた。19 
 9 月 16 日の国連 OCHA レポートによると、ベンガジ郊外の Qattara ダムの水位が上昇し、決壊の

恐れが生じたが、当局が排水ポンプを設置、水抜きを行い、危機を脱した。20 
 9 月 16 日の国連 OCHA レポートによると、Jaza ダムも排水ポンプによる水抜きで危機を脱した。

20 

 

《リビア・デルナ市ダム決壊》 

【ダム決壊のメカニズム考察】 

ダム決壊の実際のメカニズムは不明だが、下記のような過程をたどった可能性が高いと、専門家は考

察している。 

 国際大ダム会議の Quentin Shaw 副総裁は、「暴風雨「ダニエル」豪雨による流入量が、上流側ダム

の洪水吐き容量をうわまわった、又は洪水吐きで閉塞が発生した、ことにより、溢れた水が決壊

(breach)をまねき、ダム崩落(collapse)につながった、というのが最も可能性の高い決壊メカニズム

である」とコメント。21 
 英国ハル大学のペトリー(Dave Petley)教授は、階段状に位置する 2 つのダムが決壊したこと、下流

ダムとデルナ市の距離が近かったことが、壊滅的な洪水につながった可能性が高いと指摘してい

る。 

・上流ダムが流入量に圧倒され決壊。 
・上流ダムから、堆積物を含む土石流の奔流(torrent of water and sediment)が下流ダムに流入。 
・下流ダムからデルナ市までの距離が 1km と比較的近かったことも、壊滅的な洪水をまねいた一

因である。 
・1km ではダムからの奔流の勢いを拡散させることができず、奔流の全エネルギーはそのままデ

ルナ市に流入した。22 
 

【ワジ･デルナ川の決壊ダム諸元】23 
 上流側：デルナ・ダム(Al-Bilad ダムとも呼ばれる)  

・堤高：75m 
・堤長：300m 
・貯水量：1,800 万 m3 
・型式：クレイ･フィル・アースダム(embankment dam with clay fill)  
・建設･竣工：1973-77 年 
・施工：Hidrotehnika 社(ユーゴスラビア(現在はセルビア)) 
・目的：灌漑、デルナ市への水供給 24 

 下流側：マンスール(Mansour)ダム 
・堤高：45ｍ 
・堤長：130m 
・貯水量：150 万 m3 
・型式：クレイ・フィル・アースダム(embankment dam with clay fill)  
・建設･竣工： 1973-77 年 
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・施工：Hidrotehnika 社(ユーゴスラビア(現在はセルビア)) 
・目的：灌漑、デルナ市への水供給 24 

 
【ダム建設から 2023 年までの経緯】 

 デルナ市は、1941 年、1959 年、1968 年に洪水にみまわれたことから、1960 年代の調査でダム建

設が提案された。22 
 1973-77 年に上流、下流ダム建設、竣工。施工はユーゴスラビア(当時)Hidrotehnika 社（現在の本社

所在地はセルビア・ベオグラード市）。24 
 1986 年暴風雨洪水時、一部損壊したものの、デルナ市を洪水からは防御。この時の損壊箇所の補

修が行われた否かは確認できず。24,22 
 1998 年：ダムにひびわれが発見され、イタリアのコンサルタント会社が調査を実施。「損壊は深刻

でデルナ市の洪水防御には第三のダム建設が必要」との調査結果となった。4 
 2007 年：当時のリビア・カダフィ政権が、トルコの Arsel Construction Company と、既存ダムの補

修、第三ダム建設について契約。竣工予定は 2012 年 11 月であった。4 
 2010 年：資金不足から工事は 2010 年にようやく着工。しかしアブドゥル・ハミド・ムハンマド・

ドベイバ西部側政権首相によると「トルコ建設会社による工事は、予算不足から縮小された」4 
 2011 年：カダフィ政権転覆。24 トルコ Arsel 社のダム建設現場が襲撃され、破壊を受けた。トル

コ企業はリビアからの撤退を決定。4 
 2014 年：IS がデルナ市を占領。4 
 2017 年：トルコ Arsel 社が破産申請。同社の株主らは 2020 年、未払い契約をめぐり、リビアを提

訴。4 
 2019 年：リビア国民軍 LNA(東部側)がイスラム主義勢力からデルナ市を奪還。5 
 2022 年：セビハ(Sebha)大学(リビア)の調査報告書がワジ･デルナ川の洪水危険性と、既存ダムの即

座の維持管理の必要性について警告していた。25 
 

 

4. 被害 

＜ギリシャ＞ 
 人的被害：17 人（テッサリア県など）11 
 建物被害：約 22,000 棟（テッサリア県、中央ギリシャ県）11 
 インフラ被害：ピノス川の氾濫でアテネ-テサロニキ高速道路が浸水（テッサリア県）など。17 
 農林畜産被害：農地 700km2 に洪水被害。家畜家禽数千頭/羽が死亡（テッサリア県）11 
 経済被害：初期推計で 25 億ユーロ(3,946 億円、1EUR=157.84 円)。11 

 
＜トルコ＞ 

 人的被害：8 人（クルクラーレリ県 6 人、イスタンブール県 2 人）14,15 
 建物被害：約 1,700 棟。11 

 
＜ブルガリア＞ 

 人的被害：4 人（ブルガス州）11 
 橋梁 2 基損壊、道路損壊多数。11 

 
＜リビア＞ 26 
【人的被害・住宅被害】 

 2024 年 1 月世界銀行報告書によれば、確認された死者：4,352 人、行方不明者：約 8,000 人。 
 家を失った避難者：44,800 人。 
 損壊家屋：18,838 棟（うちデルナ市約 4,000 棟、次いでベンガジ市）。 
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【インフラ被害】 
 水利施設、水衛生施設：ダム、貯水池、ポンプ場、海水淡水化プラント、下水処理場など。世銀に

よる水利･水衛生施設物的資産被害額推定：1.365 億ドル(201.65 億円、1USD=147.73 円) 
 被災道路延長：673km（ベンガジ市、アルバイダ市、スーサ市、デルナ市など）世銀の交通インフ

ラ物的資産被害額推定：1.4 億 US ドル(206.8 億円) 
 エネルギーインフラ：石油･ガス関連施設、変電所、送電施設など。世銀のエネルギーインフラ物的

資産被害額推定：3,400 万 US ドル(50.2 億円) 
 
【経済被害】 

 世界銀行は、物的資産被害額推定：10 億 US ドル(1,477.3 億円)、経済損失推定：6,000 万ドル(88.64
億円)、復旧復興必要額推定：18 億(2,659.1 億円)ドルとしている。 

 
 
5. 被災国（リビア）政府の対応 

＜発災前＞ 
《リビア》 

 リビア気象局は 72 時間前に、すべての当局(西部側、東部側)に対し、E-mail とメディアを通じて、

暴風雨の接近および予防策をとるよう、警告を発した。25 
 9 月 9 日、東部側当局は「非常事態」を宣言し、デルナ市長は市内西門から Al Karsa 地域支所まで

の住民に避難を指示した。9 月 10 日までに一部の住民は避難を行った。25 
 しかし 9 月 10 日、東部側当局の市安全当局(Security Directorate)が午前 7 時からの外出禁止を命令。

25 
 9 月 11 日午前 02：59 に水資源省は「デルナ市のダムが満水に達し洪水の恐れがある」と発表した

が、実際のところ 2 つのダムは 02:40 と 02:50 に決壊しており、デルナ市の通信網は破壊され、水

資源省の警告は市民に届かなかった。25 
 
＜発災後＞ 

 9 月 13 日の OCHA レポートによると、デルナを統治する東部側の政府機関と LNA(国民軍(東部))、
リビア赤新月社が捜索･救助活動を行っている。27 

 9 月 13 日の OCHA レポートによると、西部側と東部側の当局が、それぞれ別個に緊急対応委員会

を開設。27 
 9 月 13 日の OCHA レポートによると、西部側の当局は 14 トンの医療物資と支援要員を東部側支配

地域に派遣した。27 
 9 月 15 日の OCHA レポートによると、デルナとマルジュ(Marj)に派遣された緊急対応要員により

野外病院が開設された。ベンガジ市では学校 18 校が避難所に転用されている。31 
 9 月 16 日の OCHA レポートによると、満水となっていた Jaza 川ダムに、管理当局が排水ポンプを

設置し排水を開始、決壊の危険性は回避された。20 
 9 月 18 日に保健当局は、デルナ市内を「甚大被害地域」「浸水被害地域」「被害を免れた地域」の 3

地域に区分し、「甚大被害地域」への捜索･救助チーム以外の立ち入りを禁止した。「甚大被害地域」

への一般市民の立ち入りは危険と判断したことによる。28 
 
 
6. リビアへの、国際社会の対応 

＜国連関連機関、国際赤十字赤新月社の対応＞ 
 9 月 11 日に西部を統治するリビア暫定国民統一政府(GNU)の首脳評議会(Presidency Council)は、友

好国と国際援助機関に対し、支援を要請した。29 
 9 月 12 日の国連発表によると、国連のグテーレス事務局長がリビア当局と国民にお悔みのメッセ

ージを発すると同時に、国連は困難に直面している全てのリビア国民と伴にあり(stand in solidarity)、
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被災者を支援すべく資源と緊急対応チームを動員しつつあり、リビア当局(複数形；東部と西部の両

当局を想定していると考えられる)と協同する用意があると述べた。30 
 9 月 13 日の OCHA レポートによると、国連のリビア常駐人道調整官は緊急対応チームを組織、緊

急対応計画(Rapid Response Mechanism)を開始。人道問題担当国連事務次長が国連中央緊急対応基金

(CERF)から 1,000 万ドル(14 億 7,730 万円)の緊急支援を発表した。27 
 9 月 15 日の OCHA レポートによると、国連災害評価調整チーム(UNDAC)が 9 月 13 日に現地に入

り、まずデルナ、シャハト(Shahat)、アルバイダ、マルジェの調査を行う。31 
 9 月 14 日に国際赤十字は、もっとも甚大な被害を受けた 20 万人の被災者の保健・衛生支援などを

対象として、国際社会に緊急アピールを発した。32 
 9 月 16 日に国連リビア支援ミッション(UNSMIL)長でリビア･ミッションにおける国連事務総長特

別代表をつとめる Bathily 氏と、常駐人道調整官でリビア･ミッション国連事務総長副特別代表をつ

とめる Gagnon 氏がデルナの被災地を視察、被災者と救助隊員から直接話を聞くとともに、東部側

当局である LNA を含むリビアの両当局と、国際支援の調整に関する話し合いを行った。33 
 10 月 3 日の OCHA レポートによると、21 の国際人道支援団体（国連機関 7、国際 NGO14）が、ト

ブルク県、デルナ県、アル･ジャバル･アル･アフダル県、マルジュ県、ベンガジ県、アジュダービヤ

ー県で人道支援活動を行っている。34 
 10 月 17 日の OCHA レポートによると、緊急洪水対応の初期段階はほぼ終了しつつあり、国連食糧

計画(WFP)は復興段階での長期支援に移行しつつある。国連開発計画(UNDP)はデルナ市のがれき撤

去支援を続行。国連児童基金(UNICEF)も子供、女性、弱者を対象とした支援を継続する。35 
 国際赤十字は、リビア赤十字をサポートする形で以下の支援を行った。36 
・車両 28 台の提供、通信確保支援。 
・捜索･救助作業従事者を保護するためのマスク、作業用グローブ。遺体収容・身元確認の法医学的

支援。 
・沿岸部 Sousa などで移動保健施設支援（ノルウェー赤十字が活動） 
・デルナ市に浄水機 2 基を設置（ドイツ赤十字が活動） 
・医薬品、衛生用品支援。 
・自然災害後の武器汚染(地雷流出など)への対応指導。 

 11 月 21 日にアフリカ開発銀行は、リビアに対する 3 件の無償技術支援を決定した。うち 1 件は

UNICEF を経由した 100 万ドル(1 億 4,773 万円)の水･衛生、仮設校舎、学校修復支援。残り 2 件は

中長期的な対応に関するもので、気候変動に対応した食糧生産支援など。37 
 2024 年 1 月 24 日に世界銀行は、国連、EU とともに行ったリビア洪水被害・ニーズ迅速調査報告

書を発表した。報告書は復旧･復興には 18 億ドル(2,659 億ドル)が必要であると指摘し、早急に必要

とされる住居に 5.17 億ドル(763.76 億円)、水施設に 2.34 億ドル(345.69 億円)、運輸施設に 2.09 億ド

ル(308.75 億円)が必要であるとしている。また復興の指針なども示している。26 
 
＜日本政府の対応＞ 

 9 月 15 日に日本政府は、リビア政府の要請に基づき、JICA 経由で緊急援助物資（テント、毛布等）

の供与を決定した。またすでに WFP を通じて行っていた食糧援助の一部 70 万ドル(1 億 341 万円)
相当分を被災者の支援に活用すると発表した。38 

 10 月 6 日に日本政府は、リビア洪水被害に対し総額 300 万ドル(4 億 4,319 万円)の緊急無償資金協

力の実施を決定。うち 200 万ドル(2 億 9,546 万円)は国際移住機関(IOM)経由で保健・一時避難施設・

生活必需品支援分野、100 万ドル(1 億 4,773 万円))を UNICEF 経由で水・衛生、子どもの保護の支

援分野に充当される。39 
 
＜各国政府の対応＞ 

 9 月 13 日にトルコ赤新月社は、リビア赤新月社を支援すべく 6 人の専門家チームを食糧･衛生用品

とともに現地に派遣した。さらにテント、ベッド、食糧、水などの救援物資を積載した貨物船が地

中海岸のイズミル港からリビアに向け出港予定。29 
 9 月 13 日にカタール開発基金(Qatar Fund for Development)が、発電機、ベッドほか医療器材を含む

フル装備の野外病院施設をリビアに派遣すると発表。40 
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 9 月 13 日に EU は、国連の呼びかけをうけ、EU の市民保護プログラムを起動、50 万ユーロ(7,892
万円)の人道支援を行うとともに、加盟各国からテント、簡易ベッド、発電機、水タンクなどの支援

物資を提供すると発表。41 
 9 月 13 日イタリア政府発表によると、支援物資を載せた C-130 輸送機 2 機が 13 日に現地着。12 日

には市民保護局と消防庁の専門家が現地入りしている。42 
 9 月 14 日に英国外相は、洪水対応緊急支援に 100 万ポンド(1 億 8,328 万円、1GBP=183.28 円)を拠

出すると発表。43 
 9 月 14 日に EU は、イタリアからダイビング専門チームと高性能ゴムボート、ヘリコプター2 機、

トラック、フランスから 53 人の医療チーム、オランダから技術専門家チームを派遣すると発表。44 
 9 月 14 日に米国政府は、USAID の災害支援対応チームの専門家を現地に派遣するとともに、まず

100 万ドル(1 億 4,773 万円)の緊急人道支援を行うと発表。45 
 9 月 15 日の OCHA レポートによると、捜索･救助には 10 箇国（アルジェリア、フランス、ハンガ

リー、イタリア、ヨルダン、カタール、ロシア、スペイン、チュニジア、トルコ）が加わっている。
31 

 9 月 15 日にノルウェー政府は、2,500 万クローネ(3 億 4,425 万円、1NOK=13.77 円)を国連、国際赤

十字/赤新月社経由で供与すると発表した。46 
 9 月 15 日にカナダ政府は、国連と国際赤十字の緊急アピールを受け、500 万ドル(7 億 3,865 万円)の

緊急人道支援を行うと発表した。47 
 9 月 16 日にオーストラリア政府は、100 万ドル(1 億 4,773 万円)の緊急人道支援を国際赤十字/赤新

月社経由で行うと発表した。48 
 9 月 18 日の OCHA レポートによると、現地での捜索･救助には 11 箇国（アルジェリア、エジプト、

ハンガリー、イタリア、ヨルダン、パレスチナ、ロシア、スペイン、チュニジア、トルコ、アラブ

首長国連邦）、医療支援には 4 箇国（フランス、イタリア、ロシア、トルコ）が参加している。33 
 9 月 18 日フランス政府発表によると、フランスは 50 人以上の支援要員を現地に派遣した。国連の

リビア復興基金には 400 万ユーロ(6 億 3,136 万円)を拠出予定。49 
 9 月 19 日トルコ赤新月社レポートによると、デルナ市でキッチンカーが毎日 1,000 食の温かいスー

プを提供している。14 日に出航した貨物船 2 隻に続き、援助物資を載せた 3 隻目の貨物船が、トル

コを出航した。50 
 9 月 19 日に韓国政府は、200 万ドル(2 億 9,546 万円)の人道支援を、国連 OCHA および国際赤十字/

赤新月社経由で行うと発表した。51 
 9 月 20 日にタイ外相は、150 万バーツ(620 万円、1THB=4.13 円)の人道支援を、在バンコクのリビ

ア大使館経由で行うと発表した。52 
 9 月 21 日米国国際開発庁(USAID)発表によると、米軍機が援助物資をベンガジに空輸した。これに

先立ち民間機でも人道支援物資を現地に輸送している。これまでに米国のリビア洪水支援額は

1,200 万ドル(17 億 7,276 万円)に達している。53 
 9 月 28 日に EU は 520 万ユーロの追加支援を発表、支援総額は 570 万ユーロ(8 億 9,969 万円)とな

った。54 
 10 月 3 日に OPEC(石油輸出国機構)基金は、リビアの中期復興に 50 万ドル(7,386 万円)の無償支援

を、国際赤十字/赤新月社、リビア赤新月社経由で行うと発表した。55 
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7. 被災国における課題 

＜地中海における極端な気象状況の多発＞ 
 地中海地域は極端な気象状況の多発地帯になっている。2022 年に引き続き、2023 年も渇水と熱波

に見舞われた。イタリア北部は、200 年来でもっとも深刻な干ばつを経験した一方、5 月には局所

的に(エミリア･ロマーニャ州)、豪雨による洪水にみまわれた。56 
 メディケーン「ダニエル」が発生した 9 月上旬、ヨーロッパ全体では南部地中海沿岸（スペイン、

「ダニエル」の大雨に見舞われたギリシャ、トルコ、ブルガリア）で広範囲に洪水が発生した一方、

英国、フランスは 9 月としては記録的な熱波に見舞われていた。9 
 これは「オメガブロック」と呼ばれる現象で、強い高気圧が停滞すると、その間に挟まれた低圧部

はブロックされ身動きがとれなくなる。9 低気圧がブロックされ豪雨となる現象は、5 月の伊エミ

リア･ロマーニャ州洪水でも発生している。57 
 オメガブロックが発生すると、ジェット気流がΩのように南北に大きく蛇行し、北から南へ冷気が

流入する。今回は温かい地中海との温度差によりメディケーンが発達・停滞。ギリシャ、リビアに

大雨がもたらされた。9, 7 
 地中海の水温は過去 40 年で 2 度上昇しており、2023 年 7 月に海面水温は過去最高の 28 度を記録

した。7 月の北アフリカ沖、イタリア南部沖、ギリシャ沖の水温は平年比＋5.5 度の上昇であった。
58,56 

 世界気象機関(WMO)によれば、「発災当時 9 月のリビア沖の海面水温は 27.5 度」であり、「雲中の

湿気の 80%は海から供給されることから、海水温の上昇が暴風雨の発達をうながした」12 
 オメガブロック現象の発生と気候変動の関係については明らかにされていないが、温暖化が進めば

「熱波と洪水」が悪化し、2023 年夏よりさらに甚大な事象にみまわれる可能性はかなり高い。ブロ

ッキング現象の発生が、2023 年の様な初夏や晩夏ではなく盛夏であった場合、さらに極端な気象状

況が発生するだろう。9 
 
＜アフリカ諸国の多数が抱える問題＞ 

 アフリカでは近年、壊滅的な気象災害が多発している。1900 年～2023 年のアフリカ甚大気候災害

では、上位 30 件のうち 23%(7 件)が過去 2 年以内に発生。58 
 2000 年以降のアフリカ甚大気象災害のうち 20 件(干ばつ 13、洪水 7、熱波 2)については、気候変動

の影響が指摘されている。58 
 
＜政情不安定な国における危機管理・ダム管理＞ 

 ダムは本来、大雨も想定に入れ設計されている。59 
 また安全規定が定められており、大雨時にダム管理者は、水位が最大貯水位を超えないよう、ゲー

トを開き放流を行わなければならない。59 
 ダム管理者は集水域の降雨状況を把握していなければならないが、これには気象当局との連携が求

められる。59 
 今回リビアでは、72 時間前に気象局から正確な予報と警告は出ていたが、「防災、危機管理を行う

首尾一貫した(coherent)当局」が存在しなければ、危機管理戦略は機能しない。25 
 デルナ市では「避難命令」と「外出禁止令(curfew)」が同時に発令され混乱が生じた。25 

 
＜北アフリカ地中海沿岸諸国の問題と解決策提案＞ 
【気象・水文観測】 

 北アフリカ地中海沿岸乾燥地域の洪水事象については、暴風雨の発達への熱波の影響が指摘されて

いるが、水文学、水文気象学、水文気候学的な背景はまだ十分に解明されていない。56 
 これらの乾燥地域については、水位観測所が少ないことから、既存の洪水モデルでは十分なシミュ

レーションを行うことができず、リスクマップの整備も遅れている。56 
 結果として、豪雨に脆弱な地域を特定することができず、最悪のケースを回避する減災対策をとる

こともできない。56 
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 これらの地域における極端な気象事象予測については、現時点でも、衛星観測雨量のほか、土壌乾

燥度や積雪量などは、衛星から観測可能である。これらの情報を活用すれば、水位観測点の少ない

国であっても、早期警報の提供システムを提供できるのではなかろうか。56 
【水利インフラ維持管理】 

 低所得国では経済社会的理由から、また地理的政治的紛争から、水利インフラの維持管理や災害時

の緊急避難手順などが不十分となっている。56 
 

 リビアでは、政治的な不安定により、ダムを含むインフラ施設の維持管理が適切に行われていなか

った。25 
 既存ダムについては、直ちに定期的な維持管理を実施しなければならない。25 
 ダムは、それが紛争状態にあったイラク国内のダムであったとしても、定期的な点検が実施されな

ければならず、ひびわれ等が発見された場合にはただちに対策がとられなければならない。（IS の

占領で維持管理が中断したモスル･ダムの決壊危険性が 2016 年に指摘され、イタリア企業が補修工

事を行った事例をさす60）59 
 地中海沿岸諸国に限っては、この地域の当面の問題に対処する流域統合管理プランのようなものが

早急に求められる。各国が個別に対処するより、これを必要とする複数国が協力し、共有可能なガ

イドラインを開発すべき。56 
 維持管理不足が災害をまねく事例が多いが、現状では低所得国にとって全てのインフラ維持管理を

行うのは困難である。危機的状況にあるインフラの判断基準(protocol)と一覧リストを、地中海沿岸

諸国で共有、災害リスク対応基金の様なものを創設して、EU、北アフリカを問わず、緊急に維持管

理を必要とするインフラに対応する仕組みが必要とされる。56 
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図表・地図 

デルナ市上流側ダム 
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デルナ市下流側ダム 
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